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日本産エンマムシ上科概説VII注'
オオマメェンマムシ亜科 (チビヒラタエンマムシ族: チビヒラタエンマムシ属,
ハスジチビヒラタエンマムシ属, チャイロチビヒラタエンマムシ属,
ホソチビヒラタエンマムシ属) ,  クロツブェンマムシ亜科一

大 原 昌 宏

チビヒラタエンマムシ属
Ptatuloma tus CooMAN, l948
世界に54 種,  日本からは6 種が知られる.  長構
円形で体長約1.5-3.2 ミリで, Eutomalus, Paro-
;malusに比べると大型. 雌の尾
節に種の特徴がでる. 樹皮下に
生息し, 立結れや伐採木の表面
を歩いていることも多い. 樹木
との関係や生態的なデータは少
ない.
1(4) 翅縁条 (marginal ely-
tral stria) の先端は, 側方, 後
方を経て会合部まで伸び, 後方
中央角で曲がり基方へ伸びる.
2(3)  中 腹板の横線は富 l:山
の様な線となる. 雌の尾節は深
い1海をもつ
- ーフ ジチ ビヒラ タ ェンマムシ
3(2)  中胸腹板は横線を欠く.
雌の尾節の先端は密に点刻され
講は欠く

- - ツヤチビヒラ タエンマムシ

4(1) 翅緑条は会合部まで達
しない.
5(6)  粕翅は組く点刻され,  肩

っ. 後脛節は1 刺. 雌の尾節は大きな日玉状の彫刻
をもつ. - - - - - - - クロチビヒラタエンマムシ
8(7)  中 腹板の横線は,  緩やかな曲線,  時折中断
される. 中脛節は4 刺をもつ. 後脛節は2 刺をも

つ .

9(10)  体長は3.0-3.5 mm. 前
胸の縁どり は前方でほぼ完全.
雌の尾節は縁部をのぞき不規則
な講の彫刻をもつ.  - - - - -
-ーオオチビヒラタエンマムシ

10(9)  体長は1.8-2.3 mm. 前
の縁線は前方で広く途切れ

る. 雌の尾節は一対の曲線から
なる彫刻をもつ.  - - - - - -
- - ヒ メチ ビヒラ タ ェ ンマムシ

フジチビヒラタエンマムシ (図
2A, 3A, 4A, G)
Plat!, lomatus fujisanus(LEw-
ls, l 892)
図説H:224; 0HARA, l994:

174 [再記載, 交尾器].
体長 (前 背前角から尾節先
端まで; mm) 雄1.62-1.97, 雌
1.56-2.01, 幅雄 1.00-1.18, 雌
0.99- 1.14.  ツヤチ ビヒ ラ タ ェ

部分は大点刻による斜めの薄を 図1.  オガサワラチビヒラタ_エンマムシ ンマムシに似る. 分布: 本州,
もつ 中 腹板に横線を欠く lafyiOmaiuS Sm i M・ 0HARA・ 九州.

オガサワラチ ビヒラ タ ェ ンマムシ ヒメ チビヒラ タ エンマムシ (図 2B, 3B, 4B, H)
6(5)  軸翅は均一に点刻され, 大点刻は欠く.  中
腹板は横線をもつ ( ヒメチビヒラタエンマムシは,
時折横線を欠く ).
7(8)  中 腹板の横線は四角形.  中歴節は3 刺をも

Ptatglomalus lnendicus (LEWIS, l892)
図説N:69; 図説H:225;0HARA,1994:177 [再記
般, 交尾器].
体長1.87-2.28, 幅1.14-1.34. クロチビヒラタエ

111 M OHARA, Taxonomic note on the superfamily Histeroidea of Japan, VIi
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図2.   チビヒラタエンマムシ属.  A:  フジチビヒラタ
エンマムシ,  B: ヒメチビヒラタエンマムシ,  C:
オオチ ビヒ ラ タエ ンマム シ, D: クロチ ビヒ ラ タ

エンマムシ,  E:  ツヤチビヒラタエンマムシ,  F:
オガサワラチビヒラタエンマムシ.  前胸背と左輸
翅, 背面 (0HARA,1994 より ).

ンマムシに似る. 分布: 本州, 四国, 九州, 隠岐,
南西諸島. 沿海州. 中国. ベトナム. インド. 台湾.
イ ン ドネシア.
オオチビヒラタエンマムシ (図2C, 3C, 4C, I)
Platgtomatus niponensis(LEWIS, l899)
図説N:69; 図説H:225;0HARA,1994:180 [再記
載, 交尾器].
体長雄2.52-3.17, 雌2.65-3.01, 幅雄1.47-1.90,
雌1.60-1.77. 属内では日本最大の種で, 中 腹板
の横線と体長で他種と区別できる. 雌尾節は複雑な
鐵の彫刻をもつ.  カッラの樹皮下. 分布: 北海道,
本州 . 台湾.
クロチビヒラタェンマムシ (図 2D, 3D, 4D, J)
Platgtomalus persimitis (LEWIS, l888)
図説H: 224; 0HARA, 1994: 184 [再記載, 交尾
器] .
体長雄2.03-2.50, 雌1.76-2.35, 幅雄1.15-1.39,
雌1.03-1.37. ヒメチビヒラタエンマムシと似るが,
黒色で, 中 腹板の四角をした横線と中脛節の1 刺
をもっことで区別される. 難尾節は円形の彫刻をも
つ. 分布: 南西諸島.  タイ (テナセリィウム). ベト
ナム.
ツヤチビヒラタェンマムシ (図2E, 3E, E, K)
Platgtomalus oiaticus(LEWIS, l892)
図説H:224; 0HARA, 1994: 187 [再記載, 交尾

器] .
体長雄1.64-1.91, 雌1.45-1.77, 幅雄0.95-1.13,
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雌0.95-1.08. フジチビヒラタエンマムシに似るが,
中 腹板の横線と難尾節の彫刻を欠くことで区別で
きる. 分布: 本州, 1し州. 台湾. ハバロフスク州.
オガサワラチビヒラタ ェンマムシ (図 l , 2F, 3F,
4F, L)
Plat1,tomaluskusuii M.0HARA, l994

OHARA, l994:190 [再記載, 交尾器, 貯精基].
体長雌2.09-2.60, 幅雄1.26, 難1.20-1.50. 粕翅
の肩部分に大点刻をもっこと, 中 腹板の横線を欠
くこと, 分布から他種と区別できる. 分布: 小笠原.
ハスジチビヒラタ ェンマムシ属
Pachl' lomalus SCHMIDT, l 897
東南アジアから日本にかけて, 2 亜属 l3 種が知
られる. 亜属は頭部の前頭条が前方で途切れるもの
pachytomalus (6 種) と, 完全なものCamdius (7
種 ) に分けられる.
ハスジチビヒラタェンマムシ (図5)
Pacttgtomahts (Canidms) musculus (MARSEUL,
l 873)
図説H: 225,40-25;0HARA,1994:193.
体長2.08-2.57, 幅1.27-1.72. 土壤中より採集さ
れる. 前 背後方中央に「ハ」の字の満をもつ. 前
尾節には明瞭な横溝をもつ. 雌の尾節は先端が窪
む. 体型は卵型で,  マルチビヒラタエンマムシと似
るが検索により区別は容易. 分布: 本州, 九州. 台
湾.  ミャンマー.  ベトナム.

F

図3.   チビヒラタェンマムシ属.  A:  フジチビヒラタ
エンマムシ,  B: ヒメチビヒラタエンマムシ,  C:
オオチ ビ ヒ ラ タェ ンマ ムシ, D: クロチ ビ ヒ ラ タ

エンマムシ,  E:  ツヤチビヒラタェンマムシ,  F:
オガサワラチビヒラタエンマムシ.  前 ・ 中胸 '
後購i腹板.  (0HARA, 1994 より).
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図4.   チビヒラタェンマムシ属.  A, G:  フジチビヒラ
タ ェンマムシ,  B, H:  ヒメチビヒラ タェンマム
シ, C, I :  オオチビヒラタェンマムシ,  D. J :  ク

ロチビヒラタエンマムシ,  E, K:  ツヤチビヒラタ
エンマムシ,  F, L:  オガサワラチビヒラタエンマ
ム シ.  尾節,  A-F: 雌 (Hは雌雄),  G-L: 雄
(0HARA, 1994 より).

チャイロチビヒラタェンマムシ属
Eutomalus CooMAN, l 937
世界に24 種,  日本に2 種が知られる.  日本産は
再検討がなされていない. 下記の種のほかに未記
録, 未記載種が2 種ほどある.
ミゾチビヒラタエンマムシ
Eutolnatus lombokanus CooMAN, 1937
図説 H: 225. 分布: 南西諸島.  ロンポク島.
チャイロチビヒラタェンマムシ
Eutolnatus tardipes (LEWIS, l892)
図説H: 225. 分布: 南西諸島.
ホソチビヒラタエンマムシ属
Paromatus ERlcHsoN, l 834
世界に60種, 2 亜属に分けられ, Paromatus (22
種; 新旧北区) と Isolomatus (38 種; 新熱帯区) が
ある.  日本からは3 種が知られる. 雌の尾節に種の
特徴がでる. Platy1omalus属に比べ小型.
l (2)  糖翅緑条後端は会合線まで達し,  中央角で曲
がり, 基方へ伸びる. ーホソチビヒラタエンマムシ
2( l )  拍翅縁条後端は輸翅中央角まで達しない. -

コチ ビヒラ タエ ンマムシ

この他に日本にはァカチビヒラタエンマムシがい
る.
アカチ ビヒラ タ ェンマムシ

Paromatus (Parolnalus) ominous LEWIS, l 892
図説H: 225. 標本未検討.  分布:  本州.  ブータ
ン ? .
ホソチビヒラタェンマムシ (図6A, C, E)
Pa romatus (Paromatus) parauelepipedus
(HERBST, l 792)
図説N:69; 図説H:225;0HARA,1994:199 [再記
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載, 交尾器] .
体長雄1.99-2.36, 難1.85-2.23, 幅雄1.08-1.24,
雌 0.99-1.26. 厚みがあり筒状に近い体型. モミ, マ
ッ,  ブナ, ヤナギの樹皮下から記録がある. 雌尾節
は横楕円の中央が基方に突出した彫刻をもつ. 分
布: 北海道, 本州.  ヨーロッパ.  クリ ミァ.  コーカ
サス.  シベリ ァ .
コチビヒラタェンマムシ (図 6B, D, F)
Paromatus (Parolnalus) t1ernatis LEWIS, l 892
図説H: 225; 0HARA, 1994: 201 [再記載, 交尾
器] .
体長雄 1.42-1.62, 雌 1.39-1.66, 幅雄 0.83-0.98,
雌 0.76-0.98. 雌尾節はハート型の彫刻をもつ. 分
布: 本州, 四国, 九州, 南西諸島. 台湾. 沿海州.
l -3 -8. クロツプェンマムシ亜科 A braeinae
世界に23 属390種が知られ,  5 つの族に分類さ
れる.  日本には3 族,  ヨフシエンマムシ族 (Acrit-
ini),  ムネミソ'ッブェンマムシ族(Plegaderini),  ク
ロツプェンマムシ族 (Abraeini) が分布する.
族への検索
i(2)  後附節は4 節からなる

2(1 )  後 節は5 節.
3(4)  前 背側方に縦の薄をもち,  ほぼ中央に横線
をもつ. 前fif i腹板にはX字状の陥没をもつ. 中 と

後確iの腹板は縫合線で区別されない. - - - - -
ムネミゾップェンマムシ族

4(3)  前 背は識をもたない.  前 腹板にx字状の
陥没はない. 中 と後胸の腹板は縫合線で区別され
る

l - 3-8 -1. クロツブェンマムシ族 A b r ae i n i

世界に4 属 39 種.   日本からはクロツブェンマム
シ属3 種 (1 未確定種を含む) が知られる.  このほ
かにAbraeus属の未記録種が 1 種いる.
クロツブェンマムシ属
Chaetabraeus PoRTEvIN, l 929
以前はAbraeus属の亜属とされていたが,

MAzuR (1989) により属へ昇格された. Abraeus属
とは次の形態, 生態的特徴で区別できる: (1) 前尾節

r
図5.  ハスジチビヒラタェンマムシ.  A: 前胸背と左

翅, 背面; B: 前胸・ 中胸・ 後 腹板; C: 雄,
前尾節と尾節,  D: 難,  尾節 (0HARA, 1994 よ
り ).

ヨフシエンマムシ族

クロツブェンマムシ族

--
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をもつ; 脚は黄褐色

図6. ホソチビヒラタエンマムシ属. A, C, E:  ホソ
チビヒラタェンマムシ, B, D, F: コチ ピヒ ラ タェ
ンマムシ.  A, B: 前胸背と左 翅,  背面; C. D:
前1fi ・ 中 ・ 後 腹板; E. F: 尾節 (0HARA
1994 より ).

が縦長で五角形をしていること, (2) 背面が強く凸
状となりたいていは黒褐色か黒色, (3) 動物の装や
死体, 植物腐敗物にすむ. 背面に刺毛を散布し特徴
的である.
l(2)  前胸腹板の両側には深い凹陥をもつ一ーー一

クロツブェンマムシ
2(1)  前胸腹板の両側に凹陥はない.
3(4)  体は小さく 1.37-1.64 mm; 黒色で赤い金属
光沢をもつ; 脚は赤褐色. - コクロツブェンマムシ
4(3)  体は大きく 1.84mm; 黒色で緑色の金属光沢
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コクロツプェンマムシ (図7A, 8B)
Chaetalbraeus cohaeres (LEWIS, l898)
OHARA, l994: 208.
牛英に集まる. 前種に比べ小型. 香港が模式産地.
分布: 南西諸島 (屋久島,  トカラ中之島,  トカラ宝
島, 与那国島, 西表島). 台湾. 香港.
クロツブェンマムシ属の一種
Chaetabraeus sp.
OHARA, 1994: 209.
前2 種に似るが, 前 腹板の凹陥を欠き,  コクロ
ツプェンマムシより体サイズは大きく ,  クロツブェ
ンマムシと同じほど.  しかし後 腹板中央の点刻は
後者より密, 全体に緑色の金属光沢をもつ. 一個体
しか採集されていないため保留となっている. 体長
1.84 ミリ. 分布: 西表島.
1-3-8-2.  ムネミソップェンマムシ族
Plegaderini

3 属30種が知られる.  日本にはムネミソ'ツブェ
ンマムシ属2 種が分布する.
ムネミ ソップェンマムシ属
Ptegaderus ERIcHsoN, l 834

2 亜属, Hemitnchoderus (1 種;  トルコ, キプロ
ス), Ptegaderus (24 種; 新旧北区, 新熱帯区) に分
けられる. 樹皮下に生息し, 他の林穿孔虫 (カミキ
リ,  クチキソ'ウムシ,  キクイムシ) などの孔適にい
る.
l(2)  体は大きく 1.35-1.49 mm; 黒色; 前脛節は前
方でわずかに広がる程度 (図9B). - - - - - -

ムネミ ゾッ ブェ ンマムシ

2(1)  体は小さく 1.1-13 mm; 栗色; 前脛節は前方
2 /3 が強く広がる (図 9D). - - - - - - - - - -
- - - - - - - ーチャイロムネミ ソ'ツ ブェ ンマムシ
ムネミソップェンマムシ (図 7B, 9A, B)
Ptegaderus (Ptegaderus) marseuti REITTER, 1877
図説H:222;0HARA,1994:211 [再記載, 交尾
器] .
キクイゾウムシの食害したェソ'マツの樹皮下で

10個体が一度に採集されたことがある. マツヤニ
に捕まった個体も採集されている. 分布: 北海適,

,
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図7 A: コクロツプェンマムシ, 前 背と 翅, 背
面, 右半分は点刻, 左は刺毛の分布を表わす. B:
ムネミソ'ツブェンマムシ.  前胸背と左翻翅,  背面
(0HARA,1994 の電顕写真をトレース ).

、

、

、、、

、
、

- - - - - - - - - - クロツブェンマムシ属の一種
クロツプェンマムシ (図 8A)
Chaetabraeus bonzicus (MARsEUL, 1873)
図説H: 225; 0HARA,1994: 204 [再記載, 交尾
器] .
牛, 犬, 人英に集まる. 分布: 北海道, 本州, 四
国, 九州.
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図8. A :  クロツプェンマムシ, B: コクロツブェ ン

マムシ. 前 ・ 中胸・ 後 腹板 (0HARA, 1994
より ).

本州,  四国, 九州.
チャイロムネミゾップェンマムシ (図9C, D)
Ptegaderus (Plegaderus) shikokensis HIsAMATsU,
l 985

HlsAMATsu, 1985: 5 [四国愛媛県石鎚山] ; 図説
H: 222, 40-8; HIRANo, 1986: 42 [本州].
分布: 本州,  四国.

1 -3- 8- 3. ヨフシツプェンマムシ族 Acr i t i n i
10属約 220種が知られる.  後開節が4 節しかな
いことで区別される.  日本産については詳しい研究
はなされていない.  日本から 1 属Acn tus2 種の記
録があるが,  さらに数種追加される.
ヨフシエンマムシ属
Ac r i tus J. L. LECoNTE, 1853

2 亜属,  Pycnamtus (9 種)  とAcntus (約110
種) に分けられる.
アラメ ョフシエンマムシ
Acritus (Acritus) kolnai LEWIS, l 879
図説H: 224.
分布: 九州, 南西諸島.  中国. 北アフリカ.  フラ
ンス. マリァナ諸島. ハワイ. オレゴン. 南カリフォ
ルニア.
クロヨ フ シエ ンマムシ

A cr i tus (Pl lcnacritus)  homoeopa thicus W oL-
LASTON, l 857

Acntus s1iogunus LEWIS,1892:357 [Japan]: 図説
H: 224, synonymized by MAzuR, 1987: 31.
分布: 北海道. 北アフリカ. 中央・ 南ヨーロッパ.
コー カサス. ハバロフスク州.

参考文献 (Iで挙げたものは*を付け略した)
*久松定成(H1sAMATsu, S) (1985). [図説H]
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図9.  ムネミソ'ツプェンマムシ属.  A, B: ムネミ、/ツ
プェンマムシ (0HARA, 1994 の電顕写真を ト
レース),  C, D:  チャイロムネミ '/ ツブェンマム
シ (HIsAMATsu, 1985 より).  A, C:  前 ' 中

・ 後 腹板, B, D: 前理節, 背面.
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tera, 1. Trans. Shikoku ent. Soc.. l7 (1/2):5-13.

平野幸彦 (HIRANo, Y) (1986).  チャイロムネミ、/ツプェン
マムシ本州に産す.  月刊むし,  (187):42.

LEWIS, G. (1892). On some new species of Histeridae.
Ann. Mag. Nat. Hist., (6)9:341-357.

MAzuR, S. (1987). Description of a new Photic:nnus from
Morocco wi th addi tional h is terid notes (Col., Histe-
ridae). Entomo1. Blat ter 83(1): 28-32.

MAzuR, S. (1989). Random studies among the Hiteridae
(Coleoptera). Elytron 3: 31 -3 9.

*中根猛彦(NAKANE. T) (l963). [図説N]
*0HARA, M. (1994).

(北海道大学昆虫体系学講座)

◇名古屋支部大会のご案内◇

日本拍翅学会第22回名古屋支部大会を下記の要
領で開催いたします.
日時: 平成10年3月8 日 (日) 12: 30~16:30
会場: 豐橋市自然史博物館 (豐橋総合動植物園内)
交通: JR二川駅から徒歩20分 (タクシー5 分) ま
たは JR豐橋駅より豐鉄バス「のんほいパーク前」
下車.

内容: 招待講演 高橋和弘氏
「日本のジョウカイボン科一分類の現状一」 ほか
一般講演数題, 一人一話, 標本, 文献の回覧を行
います. また終了後懇親会を予定しています.
参加費: 無料 (回覧用の標本, 文献等をご持参くだ
さい)
問合わせ: 穂積俊文 (小牧市小牧1-578, 'a0568-

76-3891) または豊橋市自然史博物館 (a0532-
41-4747 長谷川道明まで)

- 5 -
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0オオクワガタ xコクヮガタの種間雑種の大 に現
れた興味深い形態
オオクヮガタとコクヮガタの種間雑種は, 境野・
川田 (1982) 以来現在まで, 野外採集 (幼虫採集を含
む) 及び, 飼育による人工交雑によって得られた個
体を併せて10編に及ぶ報告があり, 形態的にも雄
では小型から大型のものまで多くの例が知られてい
る. 特に人工交雑では, 条件さえ良ければ比較的容
易に雑種を作ることができるようで, 報告されてい
ないものも含めると, かなりの数に昇るものと思わ
れる.
今回,  ここに図示した個体も人工交雑によるもの
で, 筆者が人より譲り受けたものである. 一見して
両種の雑種とわかるが, 特に興味深いのは大顎の形
態である. すなわち, 全体的な大顎や他の部分は,
従来知られた本雑種の小型のものとほぼ同様だが,
よく見ると大顎先端と三角形状の内歯との間に,  も
う 1 つ非常に鋭い小突起があるのがわかる. 左の方
が顕著だが, 右側にも対象に向かい合った位置に,
僅かながら痕跡的な突起が認められる. また, 通常
の内歯は大顎断面で見た場合の上面から突出してい
るが,  この小突起はF面の位置から出ている.  とこ
ろがこのような例は,  コクワガタではまれに出現す
ることが知られており, 仲田(1982) や奥田(1996)
の報告があるほか, 筆者の手もとの標本にも数頭が
存在する. 従って,  この異常はコクワガタに固有の
ものと考えることもできるが, 本雑種個体との因果
関係などはもちろんわからない. また, 本個体は前

第120号 (1997 年12 月 )

記のように人工交雑によるもので, 1992 年7 月に
羽化したという以外, 詳細なデータは残念ながら不
明である.

参考文献 ( コクワガタの大顎の異常に関するもの)

仲田丞治, 1982. 月刊むし, (141):31.
奥田則難, l996. 月刊むし, l310): 9.

(鎌倉女学院, 境野広行)
0冬季採集で得られたオトシプミ類
オトシブミ類の越冬状況に関する報告は少ない
が, 者は埼玉県比企郡嵐山町において冬季採集の
際に, オトシブミ科の3 種を採集しているので報告
する.  また, 辞馬県赤域山のルイスアシナガオトシ
ブミ冬季採集個体を検することが出来たので合わせ
て報告する.
1. Cycnotraclietus roe10fst (HAROLD) エゴッルク
ビオトシブミ
l , 嵐山町管谷, 28. XII. 1992; l , 同所, 11.

1. 1997; 1 ♀, 嵐山町平沢, 31. XII. 1995.
2.  EuoPs konoi SAwADA et MoRIMoT0ナラルリ
オトシ ブミ

ld'', 嵐山町管谷, 28. XII. 1992.
3.  E. sptendidus Voss カシルリオトシブミ

l f , 嵐山町鎌形, 13. 11. 1997.
上記3 種はいずれも 者採集, 保管.

4 .  Hemcolabus Ieωisti (SHARP) ルイスアシナガオ
ト シ ブミ

Io'', 群馬県富士見村赤城山 (標高1,000 m付近)
石川 意採集, 保管.
嵐山町のものはいずれもスギの生木の樹皮 ドより
得られた. 北側であまり日の当たらない部分に潜り
込む様に越冬していた. また, 赤城山のルイスアシ
ナガオトシブミは, 赤城道路沿いにあるミズナラ林
の林床にて,  コケの下から得られた. 本種の越冬例
は他に,  ケヤキの樹皮下や材の空洞でのものが知ら
れているが, いずれも個体密度が少ないため, 他に
も好条件の越冬場所があるのではないかと思われ
る.
末 ながら, 記録の公表について快諾された東京
農業大学.昆虫学研究室の石川忠氏に感謝申 し上げ
る.

(埼◆県嵐山町, 豊田浩=)
0サトウヒメハナノ ミの伊豆大島から記録
サ ト ウ ヒ メ ハナ ノ ミ fa isomorde ihs tena sa toz

(NAKANE) は本州, 四国, 九州, 下 島, 屋久島に分
布が知られる (畑山, 1985, 原色日本甲虫図鑑3, p.
394) が,  伊豆諸島からは記録が見あたらないよう
である. 者は次のように伊 大島産の本種を所持
しているので,  ここに記録しておくことにする.

l f , 伊豆大島, V. 1996, 阿達直構採集.
この標本は横浜市の秋山黄洋氏を介して 者に届
けられた. 貴重な標本を意与された伊豆大島在住の
阿達直樹氏ともどもお礼を申し上げる.

(神 川県立博物館 〔自然〕, 高桑正敏)

6 -
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根室半島で採集されたクナシリクロチビジョウカイ (和名新称)
高 橋

過日, 筆者は北海道芽室町在住の伊藤勝彦氏か ら
ジョウカイポン科の標本の同定を依額されたが, そ
の中に北方領土を除いた日本から初めて記録される
ジョウカイが含まれていたので, 記録しておきた
い.
クナシリクロチビジョウカイ (和名新称) Malth-
odes mkitskyi KAzANTzEv, 1995

2 f (,''' , 北海道根室市瀬臥牛林道音根別川付近,
29. VI. 1996, 伊藤勝彦採集.
本種はKAzANTzEv(1995) によって, 国後島から
記載された種である. 国後島はいわゆる北方領土の
一つで, 公式見解では日本の領土であり, 本来なら
記載された時点で日本のファウナに加わっていた種
である.  しかし, 国後島は日本人が自由に立ち入っ
て採集できる場所ではないことから,  とりあえず日
本人が行ける範囲内での新記録 (北海道新記録) と
して記録しておく こととする.
千島列島と根室半島は, 昆虫相の面で共通する部
分がかなりあるようであるが, 本種の分布もその一
つの証になるかもしれない. なお, 本種の原記載に
は雄交尾器が図示されているが, 簡略なものである
ので, 北海道産の第8 腹板と雄交尾器の形状を図1,
2 に示す.
本種は, c,'''の第8 腹板の形態からはヒコサンチビ
ジョウカイ M hikosanus TAKAKURA に類似する
が, 中央部の幅がやや細いことで区別できる. 一方,
交尾器の形態の比較では,  ヒコサンチビジョウカイ
はナガチビジョウカイM tonglPes WITTMERに近
い種であるのに対し, 本種はどちらかといえばムナ
ミ ソ' クロチビジョウカイ M sutucicou is K IEsEN-
wETTER に近い種と思われ, 両者は明らかに違う系
統に属している.

和 弘

なお, 本種にきわめて形態の類似する未記 種
(奈良県春日山産) が筆者の手元にあり, 本種の亜種
になる可能性も考えられるが, 今後より詳しい検討
が必要である. 末 ではあるが, 記録の公表を快諾
いただいた伊藤勝彦氏ならびに文献でお世話になっ
た名古屋女子大学の佐藤正孝教授に厚くお礼申し上
げる.

文 献

KAzANTsEv. S., 1995. New ta x o n s o f Palaearc tic Ma1-
thodes (Coleoptera, Cantharidae). Ent. Basi l.. l8:99-
108.

a

b

1
Fig. l. Eighth ster ni te in  male  of  Ma lthodes

m'kitskyi KAsANTzEv (a: lateral view, b: Vent「a]
view ).

c

2
Fjg 2. Male genitalia of Matthodes mkitskyt KAzANTzEv (a: ventral View,

b: dorsal view, c.1ateral view). (神奈川県平塚市)

-  7  -
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0シロアリハネカクシを新潟県湯沢町で採集
シ ロ ア リ ハネ カ ク シ 「n'choPsem' gs  faPo S

SEEvERsは, ヤマトシロア1) RetiCuli te「meSSpe「a-
tus (KoLBE) の果に寄生するハネカクシで,  目本の
Kinschin” から 記載さ れた (SEEvERs, 1957).

NAoMI & TERAYAMA (1986) は本種を栃木111真岡
市, 神奈川県逗子市・ 鎌倉市, 静岡県天城山から記
録したが,  これまでに本種の日本海側からの記録は
ないようである. M_者は新潟県温沢町で本種を採集
したので報告する.
シロアリハネカクシ1 頭, 新潟県南魚沼郡湯沢町
清津川八木尾沢 (約1,000m), 23. VI.1996, 方賀
馨採集, 直海俊一郎同定, 保管 (写真 l) .
ャマ ト シロアリ l f ,  同上データ,  直海俊一郎

同定, 保管.
採集地点の沢は苗場山の前衛峰の一つである八木
尾山から清津川の左岸に流入する急�j配の支川で
植生はブナの自然林であるが, 豪雪の影響を受けて
やや疎林状になっている. 採集地点のヤマトシロア
リの果 (写真 2) は, 高直径約50 cmのブナ生木
の根元付近に生じたもので, 表層付近は手で崩せる
程度に食害を受けていた.  シロアリハネカクシは,
食'r!1 された部分の表層の,  厚さ約2 cmの木片を引
きはがしたところ, その要面から見出された. その
後しばらく注意して果を観察したが, 追加個体は得
られなかった.

f l
①

第 120号 ( l 997 年 l2 月)

末 ながら, 本種および宿主を同定して下さ リ発
表を勧められた直海俊一郎博t, 文献の入手に便宜
を図って下さり種々 助言を下さった岩田隆太郎博士
に心からお礼申しあげる.

引用文献

NAoMI, S. -I. & M. TERAYAMA,1986. Taxonomic Study On
the Subfamily Trichopseniinac (Coleoptera, StaPh-
ylinidae)of Japan, with Descriptions of three new
species. Kontyt‘, 54:697-705.

SEEvERs, C., 1957. A monograph on the te「mitOPhi1ouS
Staphylinidae (Coleoptera). Fietdiana Zoo1.. 40: 1-
334.

(埼 f県浦和市, 芳資 基)
0西表島のハネカクシ7 種

l993 年9 月確井 徹氏 (埼 i 虫談話会会員)
が西表島での半翅類採集の折に得られた若「-のハネ
カクシを'華者にl3 '-i-されたが,  同島から初めて記録
される種 (※印) も含んでいるので, 発表しておき
たい. 報告にあたり, 採集品を快く提供された確井
徹氏ならびにお忙しいなか標本の一部を同定し,
種々 ご教示くださった直海俊一郎氏 (千葉!fl立中央
博物館) に厚くお礼を申し上げる.
1.  Tetrabothrus7aPomcus NAKANE, 1991
コンポウヒゲブトハネカクシ※ (直海氏同定)

3頭, 船浦, 27. IX (灯火採集).
2. Carpelimusυagtis (SHARP, l889)
ニセュ ミセ ミ ソ'ハネカクシ※

1 頭, 西フナッキ川, 29. IX;4 頭, 美田良, 29. IX
(灯火採集).
3. Phi1onthus discoideus GRAvENHoRsT, l 802
チビカクコガシラハネカクシ

l f , 船浦, 27. IX (灯火採集).
4. Pht1onthus Ieωisius SHARP, l874
オオ ドウガネ コガシラハネカ クシ

lc,''', 3早, 船浦, 27. IX (灯火採集).
5. h iionth s m'semhans (GYLLENHAL, l810)
※ (直海氏同定)

2♀, 船浦, 27. IX (灯火採集); 5 , 2♀, 美田
良, 29. IX (灯火採集).
6. Pz'nop加'iuspunctatissimus SHARP, 1889
オオクビ ブトハネカクシ※

l 頭, 船浦, 28. IX (灯火採集).
7. Pinophi lus rufipennis (SHARP, 1874)
アカバクビブトハネカクシ※

2頭, 船浦, 27. IX (灯火採集).
参考文献

柴田泰利,  1990. 西表島から採集されたハネカクシ.  甲虫
ニュース, (92): 5-6.

中根猛彦, l991. 日本の雑甲虫覚え・'8. 北九州の良患, 38
(2):111- l l2 (図版1-3).

(埼:f:県富士見市, 小田 博)
編集部注) l997 年7 月26 目受理
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オオナガコメツキ族 ・ 属の高次分類について ( コメツキムシ科)

大 平 仁 夫

コメッキムシ科のオオナガコメツキ族 tribe EIa-
teriniは, 古くは亜科として扱われていたが, 最近
では STIBlcK (1979) の分類体系に従って族として
用いられることが多くなっており, KlsHII ( l 987) の
研究でもこれに従っている.  K lsH11 (1987) によれ
ば, この族にttt界で約40属が合まれるとしており,
口本産としてNeotnchophorus属 (図 I A), Etater
属 (図 IC), Sencus属 (図 ID), Vuiuetus属 (図
IB), Chiagosntus属 (図 IF), Dolerosomus属 (図
IE) の 6 属を含めている.
大平(1971) は「この亜科は非常に特徴がっかみ
にくい亜科であるが, 幼虫の第 9 腹節の末端がス
ムースに円まるものはすべてこの亜科に入る」 とし
ており , 者のこの考えは現在でも変わりがない.
しかし,  この特徴は幼虫を基準にしたものであるこ
とと, 幼虫が判明しないと所属の判断が正確にでき
ないため, 成虫においてこれに代わる特徴を見いだ
すための調査をしてきた結果, 大顎の形態にit通し
た特徴のあることを見いだした. 成虫の大顎は図示

したように, 小歯の大きさなどは左右で着干の相連
がみられる (図 IC).  しかし, 基本的な形態は左右
相同である. 本族の種は, 大顎は基部が著しく幅広
くて扇平状を ｯしている. 一般に小歯の発達は悪
く , 痕跡的かときに消失する. また, 小歯の内側は
浅く切れ込むのみである (図 1 A-Dの↑印). その
他, 大顎の基部上面の徴小突起群は内縁寄りにきわ
めてよく発達する (図1 Cの↑ '印).
これらの特徴をもとに, 従来の分類に従って本族
内の属の分類を試みると, KIsHl1(1987) が本族に含
めた C加agosm s属 (図1 F) と oierosom s 属
(図1 E) の両属はこの族には含められないことに
なる. Dole1osomus属の幼虫は大平 (1962) が明ら
かにしており,  C加agosmus属の幼虫は高野・ 柳原
(1939) が明らかにしているが,  これらの幼虫の第 9
腹節の末端はいずれも細まって多少ともとがってい
る.

KlsHll (1987) は族の特徴として前胸腹側板線の
前端部がPl構状をしていないことをあげているが,

図1.   大 の背面 (A, B, E, Fは右,  Cは左右,  Dは左).  A, ヒゲナガコメッキNeotnchophorus junior fumer; B,  ミ ド
リヒメコメッキVui11etusυ1ndis subopacus; C, オオナガコメッキElater sieboldi sieboldi; D, コガネホソコメツキ
Sencus ci teυcola加s; E, キバネホソコメツキ o ie ro so m us aa iis; F. ツヤコメツキChiagosmus obscunPes.

- g -
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者はこれら両属は本族のものとは系統を異にする
もので, 分離して別の族のものとして扱うのがよい
と考える. 分類上の処理については, 本科の他の族
の位置全般の見直しとも深く関連するので,  その折
に一括して処理する考えである.  同好者のご指導も
頂けたら幸いである.

引用文献

K1sHll, T. 1987. A Taxonomic study of the Japanese
Elateridae (Coleoptera). wi th the keys to the sub-
families, T ribes and Genera. Kyoto: 1-262, 12 figs.

0セポシジョウカイとオカペセポシジョウカイの分
布に関する追加記録
セボシジョウカイ Athemusυiteuinusは琉球列
島を除く日本各地, および韓国に分布し, 平地から
山地にかけて普通に見られる種である. 高橋 (1992)
により本種と外観の酷似するオカペセポシジョウカ
イ A. okabeiが記l較されて以来, 両種の記録につい
ての再確認がなされてきた (平野,  1994; 奥島,
1996, 1997).  両種は主に, 交尾器の形態によって
区別され,  高橋 (1992) および奥島( l996) により図
示されている. 筆者はこれまでに記録のないと思わ
れる八丈島からのオカベセポシジョウカイ, および
下顕;島からのセボシジョウカイの標本を検している
ので記録しておきたい.

1. オカベセポシジョウカイ A . okabe i TAKA-
H ASH l

10'',  東京都八丈島八丈町中之郷要見ケ滝,  1. V.
1997; 18 8 ♀, 同所, 3. V. 1997;2 , 三原
山, 2. V. 1997; 10 3♀♀, 八丈植物公園, 2. V.
1997, いずれも筆者採集.
本種はこれまで, 主に本州の関東周辺の太平洋岸
および伊豆諸島の御蔵島まで分布することが知られ
ており, 八丈島からの記録はこれまでのところ本種
の南限と考えられる. なお, 色彩変異については本
州と伊豆諸島の三宅島や御蔵島産と同様に, 伊豆諸
島大島産のように黒斑が発達する個体は見られな
かった.

2. セポシジョウカイ A tl iteuinus (KIEsENwET-
TER)

8 5 早 , 鹿児島県下1顧村尾岳, 18-20. V.
1994, 上野輝久採集.
なお, 検視個体の色彩変異については壱岐, 対馬,
上aE島および韓国産と同様に, 上翅に黒条の現れる
ものは見られなかった.
末筆ながら, 貴重な標本を御恵与いただいた九州
大学の上野輝久氏, ならびに発表に際して御教示を
賜った倉敷市立自然史博物館の奥島雄一氏, 九州大
学の小島弘昭博士に厚くお礼申し上げます.

参考文献

平野幸彦,   1994. セポシジョウカイとォカペセポシジョウ
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大平仁夫, 1962. 日本産コメ ッキムシ科の幼虫の形態学的
ならびに分類学的研究: 1-179,61pls.
- ,  1970. 日本のコメ ッキムシ (IX). 民虫と自然, 6
(9): 18-24.

STIBIcK, J. N. L. 1979. Classi fication of the Elater idae
(Coleoptera). Relationships and classi fi cation of the
subfamilies and tribes. Paclf ic lns., 20(2-3): 145-186.

高野秀三・ 柳原政之,  1939. 台湾甘 害益虫編.  言熊の害
益虫、ﾀ  に有害動物に関する調査研究:  1-311  ,  18pls
(台湾簾作研究会)

(愛知県岡崎市)

カイの分布. 月刊むし, (279):38-39.
:奥島雄一,  1996. セポシジョウカイとオカペセポシジョウ

カイ (コウチュウ目, ジョウカイポシ科) の分布と色彩
変異. 倉敷市立自然史博物館研究報告, (11):1-13.

興島雄一,  1997. セポシジョウカイとオカベセポシジョウ

カイ (コウチュウ目, ジョウカイポシ科) の追加記録.
倉敷市立自然史博物館研究報告. ( 印刷中)

高橋和弘,  l992. 神奈川県のジョウカイポシ科. 神奈川虫
報, (100): 71-124.

(九州大学, 高橋直樹)
0千葉県の甲虫類4 種の採集記録
千葉県で採集した甲虫類を報告する  (1 以外は県
初記録). 採集者は全て華者である.
l) チバクギヌキヒメジョウカイモドキ

baeus c加baens is NAKANE
5頭, 丸山町石望,  12. IV. 1997.
ホロタイプ (中根, 1989) は千葉県鋸山産である
が, 県下では他地域での採集例がない. 花の咲いて
いないッバキの生木から採集した.
2)  カタアカチビオオキノコ
「 n tom a ensa ｽm  CHOJ
4頭, 鴨川市切通, 28. VI. 1997.
クヌギの倒木に生じた白い幼菌から採集した.

3) ヨツポシ ヒメ クチキムシ

Mycetochara co11ina LEWIS
1 頭, 君津市郷台畑, 9. Vn. 1995.
モミとッガを主体とする原生林で叩き綱を行なっ
て採集した.
4)  カタモンヒメクチキムシ

Mycetoc1tara mimica LEWIS
1 頭, 鴨川市切通, 5. VII i997.
捕虫灯による灯火採集を行ない, 21 : 00頃得た.
末筆ながら,  チバクギヌキヒメジョウカイモドキ
を同定して下さった大桃定洋氏に厚くお礼申し上げ
る.

参考文献

中根猛彦, 1989. 日本の雑甲虫覚え書5. 北九州のEl't1, 36
(3): 150.

(東京都足立区, 木元達之助)
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0クロホシモモブトハムシの食草について
クロホシモモブトハムシZeugophora chajoiは,
「日本産ハムシ類幼虫・ 成虫分類図説」 ( l994) によ
れば, 飯豊山より記載された稀な種で, その後, 神
奈川県箱根, 三重県平倉などから記録されている.
筆者らは l987年4 月25 日と1988年5 月1 日に
埼玉県秩父両神山で多数の本種を見つけ, そのうち
十数頭を採集した.  これについては, すでに記野が
報告している (記野, 1994).
また, 同図説では食草が「マサキ? 」 となってお
り, 食草を確認するために, 1996 年4 月27 日と
1997 年5 月 l 日に同所を訪れた. マサキ Euony-
mus 3apomcusを念入りに探したが, 2 回とも少数
が見られただけで, 現地で摂食は確認できなかっ
た.  そこで,  l997 年にマサキと共に生かして持ち
帰り, 飼育下でマサキの葉を摂食する事を確認し
た.  したがって, マサキが本種の食草であることは
確かだと思われる. ただ, 同所のマサキはi司のまわ
りなどに人為的に植裁されたもので, それがなぜ食
草になったのだろうか. 新潟県では, 同じニシキギ
科のコマユ、 Euonymus alayus f. cil iatoden tatus
が食草として確認されている (大野私信, 未発表).
したがって, 両神山ではマサキとは別のものも食草
としている可能性もある. 今後も調査を続けていき
たい_

末筆ながら, 本種の同定をしていただき, 色々 ご
教示いただいた東洋大学の大野正男先生, マサキの
同定をしていただいた国際基督教大学の庄司太郎先
生, 司先生への仲介の労をとっていただいた同大
学の加藤義臣先生に厚くお礼申し上げる.

参考文献

本元新作・ 施沢春雄,  l994. 目本産ハムシ類幼虫・ 成虫分
類図説. 東海大学出版会.

記野直人, 1994. 埼-fl県内における甲虫類の採集記録. 寄
せ1酸記, (70).

(東京都武蔵野市, 長谷川 洋; 東京都杉並区, 記
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野直人)
0アカアシヒゲナガソゥムシの北海道からの記録
これまでに, 北海道から記録のないと思われるァ
カァシヒゲナガソ'ウムシ AMaece s tarsahs SHARP
を採集しているので報告する.

1 ♀, 北海道石狩郡石狩町4 線, 6. VI. 1980; 1 ♀,
」ヒ海適千歳市モラップ, 2. VI. 1995.
いずれも, 枯れ枝のビーティングにより得た. 前
者の採集地は, 石狩湾の海岸線沿いに伸びる広業樹
林で, 後者は山間部にある広葉樹に針葉樹を交えた
混交林内で採集した.  したがって, 本種は適内各地
に生息する可能性がある.
本報告に対してご助言いただいた妹尾俊男氏に,
お礼申し上げる.

(茨城県電ヶ崎市, 高野 勉)
0ミナミキバナガミズギワゴミムシの生態観察例
筆者は, 西表島の仲間川上流で,  ミナミキバナガ
ミズギヮゴミムシ A rmatoct11enus seticorms (LIN-
DRoTH) の興味のある生態観察をしたので報告する.
大富より, 仲間川上流へポートをチャーターして

仲間川が渓流になるところで降り, 付近を採集し
た. 木陰の砂山で迎えのボートを待っていると, 陽
のあたったみずぎわの砂地に本種が忙しく走り回っ
ていたので何頭か採集した. 満潮の時刻になったの
か生温い水が見る見る迫ってきたので, 採集を中止
して水が来ない砂山の上に荷物ごと選難した. 本種
が隠れている小石にも水が迫ってきたので, 本種も
避難するだろうと思ったがそのまま水没してしまっ
た. 見ていた同行のセミ屋の上田四朗氏は「息の長
い虫やなあ一」 といわれたがまったくその通りで,
次の干潮まで水の中の小石の下でじっとしているの
であろう.  また, 川には魚が多く (フグまで泳いで
いた) うっかり浮かび上がろうものなら角、の価にな
るのは間連いないと思う. あらゆる環境にも対応で
きる民虫類に改めて感じ入った次第である.
デー タ一 : 30頭, 沖細県八重山郡西表島仲間川上
流, 13. VII i 996, 者採集.

(兵庫県西宮市, 田中 総)
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0ハネァカプチヒゲハネカクシの大量採集例
ハネァカブチヒゲハネカクシAmsohnus ts gi-

ensisは四国の徳島県剣山から採集された3 , 3
♀♀の個体に基づいて, 1961 年に澤田高平博士に
よって記 された種である.  この時の記載に用いら
れた個体の中で, 別基準標本はサルノコシカケ科の
キノコから, また副基準標本は l,600 mと 1,000 m
の標高地の朽木の樹皮下からそれぞれ得られたこと
が報告されている. その後本種に関する記録として
は, l 971 年に,コ田正隆氏が剣山の両剣谷 (行者) 及
び愛媛県mヶ嶺を本種の分布地として報告し,
1976 年には田中正陽氏が同じく剣山の両剣谷から
得られた2 個体を記録している. 次いで1978 年に
は吉田正隆氏によ り徳島県の高越山が本種の分布地
として加えられ, さらに1994 年には長持峠 (剣山)
でべイト トラップ (10% カルピス+ 10% 水酢酸)
によって採集された2 個体が報告されている.
方, 直海俊一郎博士は1981 年に1 ♀を愛媛県石鎚
山から初めて記録し,  さらに1991 年に本種が含ま
れるAmsolinus属に関する論文の中で6 個体を剣
山から, また石鎚山 (面河渓) の落集樹林帯から得
られた16 個体をそれぞれ記録している.
本年, 者の一人佐藤がナガコ' ミムシ類の採集の
ために訪れた石鎚山系の岩黒山で, たまたま多数の
本種を採集したので, 採集デー タ一 と共にそれらの
生息環境について報告しておきたい. 採集場所は土
小屋の南東, 適路をはさんだ高野火砕流域で, 標高
1,500 mほどの沢の源頭域で, 地下水流の上面を
っている岩盤のひび割れ状態のすき間をこじ起し
た所, 次から次へと多数の本種がはいでてきた. 得
られた個体の採集デー タ一 は下記の通りである.

37 ,  39♀♀,  愛媛県面河村岩黒山,  22. IX.
1997, 佐藤陽路樹採集.

参考文献

NAoMl. S., 1981. On the genus An isolinus SHARP(Coleo-
ptera, Staphylin idae), wi th description o f a n e w

species. Kontya, Tokyo, 49: 109-115.
- , 1991. Phylogeny and biogeography of the
genusA msohnus SHARP(Coleoptera: Staphylinidae)
of Japan. Bull. Biogeogr. Soc. Japan, 46: 1-19.

SAwADA, K.,1961. Two new species of the genus Amso-
tinus SHARP f rom Japan (Col : Staphylin idae). Ent.
Ret,. Japan, l3: 4-6, wi th 1 pl.

田中正腦, 1976. 徳島県の民虫 甲虫篇 (糖翅目). 徳島県
物館収蔵資料目録自然史部門民.虫綱第六i日, 80+2

pp. 徳島博物館.
吉田正隆, 1976. ハネカクシ科 (剣山とその周辺の甲虫).
剣山県民の森総合学術調査報告書, pp.152-156. 徳島
ll;1.
- , 1978. ?翅日 (械物・ 動物目録). 高越山の要.虫,
pp 49-77. 日本生物教育学会德島県支部.
- ,  1994. 2 等三角点長持 の民:.111. 徳島.屋虫, (6):
19 -2 1.

(東京農大, 渡辺泰明; 東京都世田谷区, 佐藤陽路
樹)
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OAstenus (Eurusunius) setifer CAMERON (ハネカ
クシ科) を東京都町田市で採集

Astenus setifer CAMERONは兵庫県神戸市篠原か
らの標本をもとに記般されたァリガタハネカクシ亜
科の特異な形態の種で, 神戸の他に東京都大田区と
千葉県浦安市の記録しか知られていない珍しい種で
ある. 筆者は本種を町田市から採集することができ
たので報告する.

1 ・  東京都町田市野津田町野津田公 �,25 .  V
1997, 柴田泰利採集.
野津田公園は市の北部の丘陵地にあり, すでに完
成している陸上競技場の他に未整備の区域 (第二期
整備区域) がある. 本種はこの第二期整備区域内の
北東に開けたやや平らな草原に放置されていた板切
れの下から採集された. その後もこの場所で数回の
採集を行ったが, 追加の個体は採ることが出来な
かった_

参考文献

柴田泰利, 1995. Astent‘s setif ier CAMERON という名のハネ
カクシ. 甲虫ニュース, (111): 1-3.

(東京都町田市, 柴田泰利 )
0夜間キノコに来るオオメ ヒメハナノ ミ
オオメ ヒ メ ハナノ ミ Glipostena pelecoto:moidea

(PIc) は, 一見ヒメハナノ ミ類とは思えないほどの
大型種である. 灯火に飛来したものが得られている
が, その生態については未知である.
者は, 夜間のキノコに集まる甲虫類を採集した

際に,  ヤキフタケと思われる多孔菌類に飛来した本
種を得ることが出来たので,  ヒメハナノミ類がキノ
コ類に集まる例として報告する.

1頭, 埼玉県嵐山町管谷, 30. Vn. 1996; 1 頭, 同
所, 1. VIII. 1996, いずれも豊田浩二採集, 保管.
コナラの薪を立ててある所にびっしりとキノコが
生えており, その 間に潜り込んでいた. 動きは非
常に俊敏で, 薪の周囲を飛び回る光景も見られた.
なお, 本種の埼玉県における記録は, 者の知る
限りではこれが初めてのようである.
末筆ながら, 本種について御教示頂いた神奈川県
小田原市の苅部幸世女史に厚く御礼申し上げる.

(埼玉県嵐山町, 豊田浩= )
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0沖 本島のハネ力 ク シダマシの採集記録
沖縄本島からはチビキカワムシ科ハネカクシダマ
シ亜科の甲虫は2 種が記録されている (佐々 治,
1988). 筆者らの調べた限りでは,  これら2 種の採
集例は数頭しかないようなので, 採集記録を報告す
る.

1.  アトモンハネカクシダマシ InoPePlus uenoi
O Oayas加i HATTA

9 頭, 名護市羽地大川, 21. 111. 1997, 吉富採集.
貯木場にて採集した.  ほかにも数個体を目撃して
いるが, 採集した個体も含めてすべて数本のアカメ
ガシワの材にのみ見られた.

2.  オバケハネカ クシダマシ UruminopePlus
saka i i SAT0 et HATTA

1 頭, 国頭村照首山林道, 5. IX. l997, 杉原採集;
1 頭, 国頭村伊江林道, 3. IX. l997, 杉原採集; 4 頭,
同上, 4. IX. 1997, 杉原採集.
以上の個体は, すべて谷筋に仕掛けたボックスラ
イ ト ト ラッ プにて採集された. 本種はSAT0 et
HATTA(1988) により10'' l ♀にて記載されたが, そ
のタイプ標本も10月に採集されたものであること
から, 秋季にのみ出現する種なのかも知れない.

引用文献

佐々 治寛之, 1988. 福井虫報, (3):45-51.
SAT0, M. & K. HATTA,1988. Elytra, Tokyo, l6:86-87.

((株)環境指標生物, 吉a博之; 東京農業大学, 杉
原英行)
0奥多摩御岳山でラミー カミキリを採集
近年ラミー カミキリの北・ 東方への分布域拡大が
指摘され, 神奈川, 山梨, 埼玉の三県からの採集例
が報告されている. 東京都内からは松田邦雄
( l 994, 月刊むし, (286): 20; 1997, 同 (318): 38) に
よって高尾・ 陣馬山題から,  また原島真二 (1997,
月刊むし, (318):38-39) によって西多摩郡精原村か
らそれぞれ記録されているが, 筆者も下記の通り本
種を採集しているので, 本種の分布域拡大の1 資料
として記録しておく .

1 早, 奥多庫御岳山, 20. VII i997, M者採集
採集した場所は御岳山ヶーブル駅から御岳神社に
到る参道の途中で, 標高約820 mほどの地点であ
る. (東京農大, 渡辺泰明)
0宮古島におけるクニヨシシロオビソゥムシの記録
クニヨシシロオビゾゥムシ Cryptoderma kuni-

yos加iは, MoRIMoTo(1978) によって西表島産の2
1 ♀に基づいて記載されたオサソ' ウムシ科の甲

虫である. 現在までに, 同島以外に沖縄本島 (谷角,
l985) と石垣島 (早川, 1985;上野, l991;大塚,
1992) からその分布が知られているが, その他の
島々 からの記録はないようである. 筆者は宮古島産
の標本を検する機会に意まれたので報告する.

1 頭, 沖縄県宮古島平良熱帯植物園付近, 8. V.
1993, 金子義紀採集.
植物園周辺の農道で採集されたものである. 沖縄
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昆虫野外観察図鑑 (東他, 1987) によると, 本種の成
虫は谷筋のホシダ群落に局地的に分布しており, 各
生息地における個体数は多く, ホシダを摂食すると
いうことである.
末筆ながら, 貴重な標本を意与くださった緑生研
究所の金子義紀氏に感謝申し上げる.

参考文献

東 清二Ia, 1987. 沖細昆虫野外観察図鑑第2 巻: 234.
早川浩之,  1988. 甲虫ニュース, (81): 6-7.
M oRIMoTo, K .. 1978. Esaki a, ( 12 ): 10 3- 1 18.
大塚 :確,  l 992. 月刊むし, (252): 38-39.
谷角素彦,  1985. 甲虫ニュース, (70):6-7.
l-野勝広,  l 991. 月刊むし, (250): 22-23.

(東京農業大学,  吉武 啓)

◇大会報告◇
日本軸翅学会第10回記念大会は1997 年11 月

l5 日 (土) ~ l 6 日 (日) の2 日間, 小田原市の神奈
川県立生命の星・ 地球博物館にて開催された.
今回は第10回目の記念大会ということで, 例年
になく規模を拡大し, 盛りだくさんの催し物を組み
入れた. 口頭発表, 展示発表,  シンポジウム, 同定
会, 分科会, 標本展示, 想親会などである. 初日は
13 時より総会,  14 時から展示発表紹介,  口頭発表
と続き, 17 時より懇親会が開催された. 次の日は
10時より同定会,  13 時からシンポジウム 「日本列
島における甲虫の多様性」, l5 時45 分から分科会
が行われた. 驚くべきは参加者で, 何と会員が179
名, 会員外37 名, 合計216 名だったことである.
このほかにも一般の人の参加があったので, 総勢
250名近くだったと思われる.  したがって, 懇親会
などは押すな押すなの盛況で, 立錐の余地もなかっ
たほどである.  シンポジウムも満員という喜ばしい
状況で, 同定会も珍しい標本が持ち込まれ, おおい
に限わった. 大会最後の分科会も10部門にわたり,
盛り上がりを見せた. 標本展示も普段見られない見
事なコレクションの数々 が披露された.  こうして2
日間の記念大会は無事, 成功裡に閉幕した.  シンポ

シンポジウム 「日本列島における甲虫の多様性」 の様
子 (大木氏提影)
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パネラー の語に田き入る聴衆 (大木氏提影)

ジゥム, 発表内容はここでは述べないが, 要 集を
発行したので希望者はTTSで購入されるとよい.
今回の記念大会にあたり,  ご協力いただいた神奈
川県立博物館はじめ, 受付, 準備, お茶のサービス
など手伝っていただいた会員, 会員外の人々 に感謝
の意を述べたい.  また, 8 ヶ月も前から準備に取り
かかった実行委員の方々 にも, 厚くお礼を申し上げ
る. (企画担当, 平野幸彦)

◇ソゥムシ研究家, 小田原に集まる◇
大会2 日目午後3 時45 分より,  長テーブルを口
の字にすることからゾウムシ分科会は始まった.  ま
ず森本 桂先生の近況をまじえた挨拶の後, 集まっ
た20名の自 紹介と続いた. 論文や私信では知つ
ていても会うのは初めてという方も多かった.
前半は九州大学の小島弘昭博士による,  ソウムシ
類の高次分類 (研究者間における取り扱い方の違
い) についての解説や日本のソ'ウムシ科の亜科の分
類についての解説があった.  また, 種数についても
述べられ, 世界にゾゥムシ類は6 万種いて全動物の
5% を占めるそうである.
後半は, 「日本近隣地域のソ' ウムシ類に関する最
近の報告」 と題したお語が森本先生よりあった. 韓
国, 極東ロシア, 中国, 東南アジア, オーストラリ
ア, ニュー ジランドから最近出された出版物と研究
の現状などについての話題であった. 新鮮な情報ば
かりで.  レジュメもたいへん有り難かった.

ノゥムシ分科会の様子

第 l20号 ( l997 年12 月)

同定会で森本先生に群がる ソ' ウムシ屋

お二人の話はたいへん示唆に富んでおり アマチュ
ァソ' ウムシ研究家を大いに刺激した.
大会企画上の改善点として, せっかく全国から集
まって来ているので, 分科会にもっと時間をとり,
ゆっくり話の輪を広げる時間的余裕が欲しかった.
また, この日の午前中は標本同定会が行われた
が,  日頃どうしても種名の分からないゾゥムシをこ
の機会に森本先生に同定して頂こうと順番待ちが絶
えなかった. それぞれの種について懇切丁寧にご教
示して頂いたが, 中には先生を悩ます標本もあった
ようだ. 午後からのシンポジウムの基調講演と座長
をおひかえになった森本先生のパワーは, 正しく超
人というほかなかった.
ソ'ゥムシ分科会出席者: 森本 柱, 江本健一, 堀
川正美, 吉武 啓, 片山 修, 斎藤修司, 中村裕之,
田中敏明, 的場 , 市橋 南, 官能健次, 吉原一
美, 早川浩之, 小島弘昭, 野津 裕, 佐藤顕義, 金
子直子, 原島真二, 越l」1洋三, 妹尾俊男.

( レポーター, 妹尾俊男)

日本軸翅学会
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昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0,1,2,3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒150 東京都渋谷区渋谷1 丁目 7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
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